
難関大学座談会（２年進路行事） 
 

 9 月 16 日（水）、2 学年を対象に「難関大学座談会」を実施しました。今回は講師とし

て、京都大学大学院理学研究科化学専攻で研究に励まれている本校卒業生の梶岡ミカさん

をお招きしました。 

  講演では、最難関大学に進学することで得られる環境の魅力や、自身の高校時代の進路

決定プロセス、そして現在の大学院での研究生活から卒業後の展望まで、多岐にわたるお

話をいただきました。 

  「なぜ学ぶのか」という本質的な問いに

対し、最前線で活躍する先輩の姿から大き

な刺激を受けた一日となりました。この経

験を糧に、2 年生一人ひとりが自身の高い

目標に向かって邁進していくことを期待し

ています。 

 

【生徒のコメント（一部抜粋）】 

・研究内容の MOF の話は難しかったけど、蒸気支援法の蒸気を変えることによって構造

異性体ができるということに、とても驚き、興味を持ちました。 

・京都大学を希望していてまだまだ模試の判定は厳しいけど、梶岡さんの話を聞いて、こ

れから頑張ればいけるのでは、と自己肯定感をあげることができました。 

・文系なので研究内容の話は難しかったけれど、楽しそうにご自分の研究内容の話をされ

ているのが印象的で、自分も 3、4 年後に研究に携わるのが楽しみになりました。 

・これまで京都大学は自分にとって高い壁だったけど、梶岡さんの話を聞いてとても魅力

的なものが京大には揃っているのだと感じ、目指してみようと思いました。将来できるこ

との幅を狭めないためにも、高い志を持って高校生活を送ろうと思います。 

 


